
 

 

ママイイククロロププララススチチッックク回回収収装装置置のの開開発発 

中央区立久松小学校 2 年 杉本みなみ 

 

１１．．  研研究究ののききっっかかけけ	

 わたしはときどきゴミひろいに行

きます。砂浜でゴミひろいをしてい

ると、マイクロプラスチックがたく

さん落ちているのを見つけました。

マイクロプラスチックを鳥や魚が食

べると栄養が取りにくくなってしま

うそうです。また、イワシの中から

マイクロプラスチックが見つかって

いて、イワシを食べる人間もマイク

ロプラスチックを食べているそうで

す。生き物を守るためにマイクロプ

ラスチックを集める装置を開発することにしました。 
 
２２．．  集集めめ方方のの検検討討	

 マイクロプラスチックは直径 5mm より小さいプラスチ

ックのことを言うそうです。小さくてたくさん落ちている

マイクロプラスチックをどうやって集めたらよいか考えま

した。方法を 3 つ考えてそれぞれ試してみました。 
１. つまんで集める。やってみましたが、マイクロプラス

チックが小さくてつまみにくかったです。 
２. 風で集める。公園で落ち葉に風を当てて集めてそうじ

している人を見たことがあったので、マイクロプラス

チックにも風を当ててふき飛ばしてちりとりに入れよ

うと考えました。ハンディファンでやってみると、一

番風を強くしてもマイクロプラスチックはふき飛びま

せんでした。 
３. ほうきとちりとりで集める。マイクロプラスチックを

ほうきではいてちりとりに入れることができました。

ただし、ほうきではくのは大変だと思ったので、はか

なくても集められるように工夫することにしました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

３３．．  開開発発ししたた回回収収装装置置そそのの１１	

 ほうきではくかわりに、ちりとりにひもをつけて、ひも

をひっぱることにしました。ひもをひっぱると、マイクロ

プラスチックと砂がちりとりに入ってくるので、砂はぬけ

て、マイクロプラスチックだけが残るように、ちりとりに

穴をあけて、目の大きさが 2mm のあみをつけました。 

 
４４．．  実実験験１１（（手手ででひひろろうう））	

 作った回収装置がどれくらい

多くマイクロプラスチックを集

められるか調べるため、まずは

手でつまんでひろいました。実

験場所は葛西臨海公園の砂浜

で、5 分間ひろいました。結果は

表 1 です。 
【表 1】手でひろった結果 

重さ 3.5 グラム 
数 75 個 

特ちょう カラフル 
 
５５．．  実実験験２２（（回回収収装装置置そそのの１１でで集集めめるる））	

次に、回収装置

その１を使って集

めました。実験１

と同じ場所で同じ

時間集めました。

回収装置その１で

の集め方は、ひも

をひっぱりながら砂浜を歩き、落ちているゴミをあみに集

めます。あみにはマイクロプラスチックのほか、貝、木く

ずなどもひっかかるので、5 分間歩いた後にあみの中のマ

イクロプラスチックだけ分けました。結果は表２です。 
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【表 2】回収装置その１で 
ひろった結果 
重さ 4.5 グラム 

数 131 個 
特ちょう 白と黒が多

い。地味 
 
表 1 と表 2 から、手でひろう

よりも回収装置その１の方が

マイクロプラスチックを多く

集められることが分かりまし

た。それに、白と黒の目立たないマイクロプラスチックは

目で探してひろうと見のがすことが多いですが、回収装置

その１では見のがさずに集めることができることも分かり

ました。 
 
６６．．  回回収収装装置置そそのの１１のの問問題題点点ととそそのの２２のの開開発発	

 回収装置その１をひっぱって集める実験をしていると、

一度にたくさんの砂が入って、つっかえることがありまし

た。砂浜は意外とぼこぼこしていて、小さい山につっこま

ないようにする工夫が必要だと思いました。 

そこで、ペットボトルを切って作ったそりをちりとりの

前につけた回収装置その２を開発しました。そりをつける

ことで砂の山の上を通るようになり、つっこまなくなりま

した。 
 
７７．．  実実験験２２（（回回収収装装置置そそのの 2 でで集集めめるる））	
 実験１と実験２と同じ場所で同じ時間集めました。回収

装置その２での集め方は回収装置その１と同じで、ひもを

ひっぱって歩いて集めました。結果は表３です。集められ

た数が一番多かったです。手でひろうよりも 2 倍以上多く

集めることができました。これは、そりをつけたのでつっ

かえずに長いきょりを歩いて集めることができたからだと

思います。特ちょうは回収装

置その１と同じで、目立たな

いマイクロプラスチックも集

めることができていました。 
【表 3】回収装置その２で 

ひろった結果 

 
 
 
 
 
 

８８．．  研研究究ののままととめめ	

 今回の研究では、手でひろ

うよりも多くのマイクロプラ

スチックを集められる回収装

置を作ることができました。

作って、実験して、もっと良

くなるように作り直して、と

くり返すことは大変でした

が、たくさんのマイクロプラ

スチックを集められて良かっ

たと思います。右の写真は、

実験の後に回収装置２で集めたマイクロプラスチックで

す。次はもっとたくさんのマイクロプラスチックを集めら

れる回収装置を作りたいと思いました。 
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数 173 個 
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